
 

 

 

 

お知らせ 

2025年7月3日 

株式会社ジェイコムウエスト 

 

― 放送を通じて球児たちに熱いエールを ― 
第107回全国高等学校野球選手権 

大阪大会・兵庫大会・京都大会の計44試合以上を 
今年も各地域の「J:COMチャンネル」で実況生中継 

 
 

株式会社ジェイコムウエスト（J:COM、本社：大阪市中央区、代表取締役社長：植田展生）は、2025年7月に開

催される第107回全国高等学校野球選手権大阪大会、兵庫大会および京都大会の計44試合以上を、各地域

のコミュニティチャンネル「J:COMチャンネル」（地デジ11ch）で7月10日（木）より順次生中継します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

J:COMは、甲子園を目指し全力で試合に臨む球児たち一人一人を、放送を通じて応援したいという想いから、

「熱いエールと感動を！」をコンセプトに、生中継による迫力ある映像で一瞬のプレーに全てを懸ける選手の姿

をお届けします。 

 

大阪大会は「GOSANDO南港野球場」で開催される7月10日（木）から準決勝までの28試合※を、兵庫大会は

「ほっともっとフィールド神戸」で開催される7月21日（月）から準々決勝までの4試合※を、そして京都大会は「わ

かさスタジアム京都」で開催される7月17日（木）から準々決勝までの12試合※を、会場の熱気をそのままに、

臨場感あふれる実況付きで放送します。 

放送情報は、高校野球に関する番組特設サイトのほか、関西各エリアのJ:COM公式Xで発信します。  

 

J:COMはこれからも、地域密着メディアとして地域スポーツを応援するとともに、未来を担う次世代の教育・文

化・スポーツなど多岐に渡る分野での挑戦を支援し、地域社会の活性化に貢献してまいります。 

 

※試合数は変更になる可能性があります。 

 

＜メインビジュアル＞ ＜番組ロゴ＞ 



＜関西エリア放送概要＞  

※天候などにより試合数や放送日程が変更になる場合がございます。くわしくは番組EPGをご覧ください。 

放送チャンネル 

各地域の「J:COMチャンネル」（地上デジタル11ch） 

《視聴可能エリアを確認するには》 https://www.jcom.co.jp/area_search/ 

※J:COMの有料サービスの加入・未加入を問わず、J:COMのネットワークが接続されている建物にお住まいで

あれば、無料でご視聴いただけますが、サービスエリア内でも一部ご視聴いただけない地域がございます。 

番組特設サイト https://www2.myjcom.jp/special/tv/sports/baseball/highschool/sensyuken_chihou/ 

 

番組タイトル 『第107回全国高等学校野球選手権大阪大会 生中継』 

放送日時 

2025年7月10日（木）～25日（金）9:00～18:30ほか 
※放送時間は日程により異なります 

※予備日7月18日（金）、22日（火）、24日（木） 
※準決勝まで28試合予定、雨天等による日程延長7月27日（日）まで 

中継球場 GOSANDO南港野球場 

視聴可能エリア 大阪府のJ:COM サービスエリア 

公式Xアカウント J:COM｜大阪エリア ＠jcom_osaka 

 

番組タイトル 『第107回全国高等学校野球選手権兵庫大会 生中継』 

放送日時 

2025年7月21日（月）、23日（水） 10:00～最大17:30 
※放送時間は日程により異なります 

※予備日7月22日（火） 
※準々決勝まで4試合予定、雨天等による日程延長7月25日（金）まで 

中継球場 ほっともっとフィールド神戸 

視聴可能エリア 兵庫県のJ :COM サービスエリア 

公式Xアカウント J:COM｜兵庫エリア ＠jcom_hyogo 

 

番組タイトル 『第107回全国高等学校野球選手権京都大会 生中継』 

放送日時 

2025年7月17日（木）、19日（土）、20日（日）、22日（火）、23日（水） 9:00～最大17:30 
※放送時間は日程により異なります 

※予備日7月18日（金）、21日（月） 
※準々決勝まで12試合予定、雨天等による日程延長7月25日（金）まで 

中継球場 わかさスタジアム京都 

視聴可能エリア 京都府のJ:COMサービスエリア 

公式Xアカウント J:COM｜京都エリア ＠jcom_kyoto 

 
 
J:COMのサステナビリティ  

J:COMでは、事業活動を通じたサステナビリティ経営を推進しています。お客さまの豊かな「暮らし」を支える企業として、持続的な「地域社会」へ
貢献を行い、その土台である「地球環境」と関わるすべての「人」を対象として、4つのマテリアリティと、さらに具体化した12のサブマテリアリティを
2023年度に再設定しました。  

 
＜本事業と関連するマテリアリティ＞  

マテリアリティ：「安心安全で持続可能な地域社会への貢献」 サブマテリアリティ： 「地域社会との共創」 「次世代のチャレンジ支援」 

地域とともに歩む企業として、人と人、人とコミュニティをつなぎ、地域社会が抱える課題をともに解決していきます。誰もが安心安全に
暮らせる街づくりや、次世代支援をはじめ地域の教育・文化の醸成に貢献し、未来世代へ持続可能な社会をつないでいきます。 

 

創立 30周年を記念して特設ページを公開しております：https://www.jcom.co.jp/special/30th/ 

 

 

https://www.jcom.co.jp/area_search/
https://www2.myjcom.jp/special/tv/sports/baseball/highschool/sensyuken_chihou/
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